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諸支出金
５億６千６百万
5.8%

公債費
22億１千６百万
22.6%

教育費
10億２千万
10.4% 消防費

３億６千万
3.7%

土木費
４億５千３百万
4.6%

農林水産業費
１億９千３百万　2.0%

衛生費
11億５千万
11.7%

民生費
26億７千１百万
27.2%

総務費
９億６千２百万
9.8%

議会費
１億４百万　1.1%

災害復旧費ほか
２千８百万　0.3%

諸支出金
５億７千９百万

6.5%

（※）公債費
13億３千４百万
15.0%

教育費
８億７千５百万

9.9%

消防費
３億８千９百万

4.4%
土木費

４億３千５百万
4.9%

商工費
８千３百万　0.9% 農林水産業費

１億８千２百万　2.1%

衛生費
11億６千４百万
13.1%

民生費
26億８千万
30.2%

総務費
10億２千８百万
11.6%

議会費
１億２百万　1.1%

災害復旧費ほか
２千８百万　0.3%

歳　出
88億７千８百万円

(前年度98億円)

商工費
７千９百万　0.8%

88億  7817万円
前年度比  約9.4％（9.2億円）の減額

一般会計

歳出
内円が24年度
外円が25年度
百万円未満四捨五入

(※)�公債費は、平成14年度に借り入れた地方債の借換えを、前年度11億580万円計上したのに対し、今年度
は１億630万円計上しているため大幅な減額となっています。
地方債の借換えを除けば、予算総額は、実質0.9％の増額となります。

平成25年度一般会計予算
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88億  7817万円

平成24年度予算　98億円

平成25年度予算　88億7千8百万円

町税
28億３千５百万
28.9％

繰入金ほか
10億５百万
10.2％

地方交付税
25億５百万
25.6％

国・県支出金
13億９千７百万
14.3％

町債
17億１千万
17.4％

地方消費税交付金ほか
3.6％

町税
28億６千４百万
32.3％

繰入金ほか
10億８千万
12.1％

地方交付税
25億５百万
28.2％

国・県支出金
13億７千９百万
15.6％

町債
７億２百万
7.9％

地方消費税交付金ほか
3.9％

自主財源　39.1％

依存財源　55.6％自主財源　44.4％

依存財源　60.9％

一般会計・特別会計総額

138億7035万円 前年度比  約5.8％
（8.5億円）の減額

一般会計

歳入

町のお金は

こう使います

特別会計予算

会　　　　　　計 25年度予算 対前年度増減

国 民 健 康 保 険 31億1千5百万 5千1百万

後 期 高 齢 者 医 療   3億5千4百万 1千万

公 共 下 水 道   8億7千8百万 1千7百万

水 道 事 業
収益的支出   5億1千2百万 2千2百万

資本的支出   1億3千2百万 ▲　2千5百万

合　　　　　　計 49億9千2百万 7千4百万

全員賛成可決

全員賛成可決
（百万円未満四捨五入　単位：円）
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・林道・作業道補修工事費……… 2400万円

・森林環境整備事業費…………… 1561万円

・乙犬中園線・乙犬切通線事業費

　………………………………… 2500万円

・津波黒地区水路事業費………… 5150万円

・尾仲・乙犬地区水路改修工事（継続）

　………………………………… 3000万円

・人材派遣委託料………………… 7400万円

・旧防災行政無線撤去工事………… 837万円

・償還金利子及び割引料…… 11億8488万円

・萩尾分校用地購入費…………… 2400万円

・勢門小学校校舎外壁改修工事

　………………………………… 3380万円

・篠栗幼稚園ウッドデッキ改修工事

　…………………………………… 681万円

・児童手当費…………………… 6億7287万円

・認定子ども園運営事業費補助金

　…………………………………… 3204万円

・がん検診委託料…………………… 1907万円

・妊婦健診委託料…………………… 3153万円

・予防事業委託料…………………… 9635万円

ま
ち
の
主
な
仕
事

（万円未満　四捨五入）

勢門小学校
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三浦町長が25年度の施政方針を議会で述べました。
以下はその要約です。

まちづくりの方向

　「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
可
能
に

す
る
、
強
い
経
済
力
を
持
っ
た
、
強
い

篠
栗
町
づ
く
り
」
こ
そ
大
変
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
篠
栗
町
の
個
性

を
発
揮
・
主
張
で
き
る
自
治
体
と
な
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
思
い
か
ら
次
期
中
期
計
画

と
い
え
る
総
合
計
画
「
さ
さ
ぐ
り
　
み

ん
な
の
　
道
ま
ち
し
る
べ標
」
を
作
成
し
、
平
成
25

年
度
か
ら
の
５
年
計
画
で
実
現
に
向
け

て
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

総
務
・
財
政
・

ま
ち
づ
く
り

○�

優
秀
な
人
材
を
安
定
的

に
雇
用
し
、
改
正
労
働

契
約
法
に
も
対
応
す
る

た
め
、
臨
時
職
員
が
携

わ
っ
て
い
る
業
務
を
民

間
業
者
に
包
括
委
託
。

○�

実
効
性
の
高
い
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
改
定
。

○�

立
体
駐
車
場
で
ス
ゴ
カ

等
が
使
用
可
能
に
。
場

内
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
。

○�

平
成
27
年
度
中
の
完
成

を
目
指
し
、
篠
栗
駅
東

側
自
由
通
路
（
仮
称
）

整
備
事
業
の
基
本
計
画

に
着
手
。

○�

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
修
正
。

○�

更
な
る
事
務
の
簡
素
化

の
た
め
電
子
決
済
導
入

を
検
討
。

○�
家
計
相
談
を
専
門
と
す

る
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
を
本
町
の

納
税
相
談
員
と
し
て
契

約
し
、
徴
収
率
ア
ッ
プ

を
目
指
す
。

福
祉
の
増
進

○�

Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
わ
か
す
ぎ
の
円

滑
な
事
業
運
営
。

○�

町
営
住
宅
の
長
寿
命
化

計
画
の
作
成
。

○�

入
院
に
限
り
小
学
校
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

を
対
象
に
、
医
療
費
助

成
の
拡
大
。

○�

特
定
検
診
、
が
ん
検
診

の
予
約
を
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の

電
話
予
約
に
変
更
。

○�

町
内
２
園
の
認
定
こ
ど

も
園
で
実
施
さ
れ
て
い

る
「
学
童
保
育
事
業
」

を
町
の
事
業
と
し
て
補

助
し
、
保
護
者
負
担
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

保
育
時
間
の
延
長
の
要

望
に
も
対
応
。

産
業
・
観
光
の

充
実

○�

５
年
を
１
期
と
す
る
森

林
経
営
計
画
に
基
づ
き
、

杉
・
檜
を
木
材
と
し
て

有
効
利
用
。

○�

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に

つ
い
て
は
、
森
の
案
内

人
を
中
心
に
、
九
州
11

基
地
と
連
携
し
て
更
に

新
鮮
な
情
報
を
発
信
。

○�

観
光
協
会
を
商
工
会
か

ら
独
立
さ
せ
、
篠
栗
町

の
観
光
振
興
を
図
る
。

都
市
・
教
育
環

境
の
整
備

○�

災
害
対
策
の
た
め
の
水

路
改
修
工
事
の
継
続
。

○�

３
ヶ
年
計
画
で
勢
門
小

学
校
の
校
舎
改
修
工
事
。

○�

千
代
田
団
地
内
配
水
管

更
新
。
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こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ

る
。

　
以
上
の
理
由
に
よ
り
、

市
街
化
調
整
区
域
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
町
執
行
部

に
対
し
要
請
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

地
と
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

②
専
業
農
家
で
は
、

収
入
が
少
な
く
生

活
も
苦
し
い
う
え
、

高
齢
の
た
め
入
院

や
通
院
の
日
々
を

送
る
方
や
、
個
人

の
所
有
地
で
あ
り

な
が
ら
自
由
に
運

用
す
る
こ
と
も
で

き
ず
悩
ん
で
い
る

方
も
あ
る
。
ま
た
、

小
作
料
が
下
が
り
、

無
料
に
な
れ
ば
、

固
定
資
産
税
や
農
区
費
、

農
協
賦
課
金
も
支
払
う
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
。

③
人
口
増
に
よ
る
世
界
的

な
食
糧
難
が
予
測
さ
れ
る

中
で
、
食
を
確
保
す
る
た

め
に
は
後
継
者
が
必
要
だ

が
、
現
実
に
は
後
を
継
ぐ

　
都
市
計
画
法
第
７
条
で

は
、「
無
秩
序
な
市
街
化

を
防
止
し
、
計
画
的
な
市

街
化
を
図
る
た
め
必
要
が

あ
る
と
き
は
、
都
道
府
県

が
市
街
化
区
域
と
市
街
化

調
整
区
域
の
区
分
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
街
化
区
域
は
、
す
で

に
市
街
地
を
形
成
し
て
い

る
区
域
、
及
び
お
お
む
ね

10
年
以
内
に
優
先
か
つ
計

画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ

き
地
域
で
、
市
街
化
調
整

区
域
は
、
市
街
化
を
抑
制

す
べ
き
地
域
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
篠
栗
町
に
お
い
て
も
、

昭
和
45
年
に
都
市
計
画
区

農
地
の
都
市
計
画
・

調
整
区
域
の
見
直
し

に
関
す
る
請
願

●
請
願
者
　
秋
吉
　
清
種

　
　
　
　
　
澁
谷
　
直
利

　
　
　
　
　
ほ
か
22
名

●
紹
介
議
員

　
　
　
　
　
荒
牧
　
泰
範

　
　
　
　
　
村
瀨
敬
太
郎

調
整
区
域
の
見
直
し
を

請
　
願

●
請
願
の
主
な
内
容

①
高
田
・
金
出
・
上
町
地

区
の
農
地
は
、
市
街
化
調

整
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
農
業
従
事
者
が

半
世
紀
近
く
の
間
、
農
地

を
守
っ
て
き
た
が
、
高
齢

化
に
伴
い
、
小
作
に
出
さ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
や
荒

域
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
面
積
は
38
・
90
㎢

で
、
都
市
計
画
区
域
に
は

11
・
38
㎢
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
４
・

23
㎢
が
市
街
化
区
域
に
、

７
・
15
㎢
が
市
街
化
調
整

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
定
例
会
に
「
農

地
の
都
市
計
画
・
市
街
化

調
整
区
域
の
見
直
し
に
関

す
る
請
願
書
」
が
提
出
さ

れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
請
願
で
は
、
高

田
・
金
出
・
上
町
地
区
で

農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る

方
の
心
情
が
切
実
に
訴
え

ら
れ
て
お
り
、
採
択
し
ま

し
た
が
、
一
地
域
を
限
定

し
て
の
見
直
し
は
、
都
市

計
画
法
上
非
常
に
難
し
い

と
判
断
し
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
は
、
全
町

域
を
対
象
と
し
て
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
検

討
す
る
べ
き
も
の
と
考

え
、
町
に
お
い
て
市
街
化

調
整
区
域
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
今
後
検
討
さ
れ
る

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

決
　
議
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課
の
体
制
が
変
わ
り

ま
す

　
一
般
会
計
補
正
予
算

の
主
な
歳
入
・
歳
出
は

表
１
お
よ
び
表
２
の
と

お
り
で
す
。

　
国
保
特
別
会
計
は
、

主
に
共
同
事
業
拠
出
金

の
減
等
に
よ
る
減
額
補

正
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
は
、
主
に
保
険

料
の
確
定
に
伴
う
負
担

金
の
減
額
補
正
で
す
。

　
下
水
道
事
業
特
別
会

計
は
、
維
持
管
理
費
用

お
よ
び
工
事
等
が
当
初

見
込
み
を
下
回
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
る
減
額
補

正
で
す
。

　
水
道
事
業
会
計
に
つ

い
て
も
、
経
費
節
減
等

に
よ
る
労
力
お
よ
び
工

事
等
が
当
初
見
込
み
を

下
回
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
減
額
補
正
で
す
。

町
道
な
ど
が
地
方
の
実

情
に
沿
っ
た
基
準
へ

　
総
務
課
に
お
け
る
選
挙
業
務
と

消
防
防
災
業
務
は
、
危
機
管
理
上

区
別
す
る
の
が
好
ま
し
い
こ
と

及
び
選
挙
業
務
は
、
住
民
課
の
住

民
基
本
台
帳
を
使
用
す
る
こ
と
か

ら
、
選
挙
に
関
す
る
業
務
を
総
務

課
か
ら
住
民
課
へ
移
管
す
る
。

　
年
金
及
び
国
民
健
康
保
険
に
関

す
る
業
務
は
、
住
民
課
と
窓
口
を

一
つ
に
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

国
保
健
康
課
か
ら
住
民
課
へ
移
管

す
る
。

　
統
計
調
査
に
関
す
る
業
務
は
、

町
行
政
を
企
画
す
る
上
で
必
要
と

　
国
は
、現
在
、「
地
方
分
権
改
革
」

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
第
１
次
・
第
２
次
一
括
法
が

公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
国
が
法
令
で
全
国
一

律
に
定
め
地
方
に
義
務
づ
け
て
き

た
施
設
等
の
基
準
の
一
部
が
、
町

な
る
統
計
調
査
結
果
に
つ
い
て
、

そ
の
デ
ー
タ
を
有
効
に
活
用
で
き

る
こ
と
か
ら
、
総
務
課
か
ら
ま
ち

づ
く
り
課
へ
移
管
す
る
。

　
国
保
健
康
課
に
お
い
て
は
、
現

在
本
庁
と
オ
ア
シ
ス
と
で
業
務
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
内
本
庁
で

行
っ
て
い
る
業
務
を
住
民
課
に
移

管
す
る
こ
と
か
ら
、
国
保
健
康
課

を
廃
止
し
、
オ
ア
シ
ス
で
行
っ
て

い
る
業
務
を
行
う
課
と
し
て
「
健

康
課
」
を
新
設
す
る
。

　
建
設
課
に
お
い
て
は
、
そ
の
業

務
が
新
し
く
建
設
す
る
こ
と
よ
り

道
路
等
の
整
備
、
維
持
管
理
等
が

主
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
課

名
を
「
都
市
整
備
課
」
に
改
め
る
。

　
な
お
、
本
条
例
は
平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

の
条
例
で
実
情
に
応
じ
自
ら
決
定

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。（
議
案
第
５
〜

８
号
）

　
い
ず
れ
も
国
が
参
考
に
示
し
た

基
準
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
、

採
用
し
て
い
ま
す
。

（表１）歳入の主なもの
個人町民税 １億２３５５万円

減債基金繰入金（借金返済のための積立て） ３億７０００万円

公共施設等整備基金繰入金 ▲２億円

借換債（借金の借り換え） ▲５億円

各会計補正予算額
会　　　　計 補　正　額 補正後予算額

一般会計 ▲　　５７４１万円 １０８億６６３０万円

国民健康保険特別会計 ▲　　６０３０万円 ３１億２６２９万円

後期高齢者医療特別会計 ▲　　２０８３万円 ３億３１５３万円

流域関連公共下水道事業特別会計 ▲　　　７２５万円 ９億９１３０万円

水道事業会計
収益的支出 ▲　　　６６０万円 ４億８２０６万円

資本的支出 ▲　　１０００万円 １億４７５９万円

（表２）歳出の主なもの
退職手当組合負担金 ２６９３万円

障害者自立支援事業費 ２００６万円

児童運営費 ▲　　４２８０万円

国民健康保険特別会計繰出金 ６６９４万円

決
　
議

議
案
審
議

補
正
予
算

（万円未満  四捨五入）

7 ささぐり議会だより No.175

議案審議・補正予算



臨
時
会

篠
栗
駅
東
側
自
由
通
路

の
計
画
に
着
手

　
Ｊ
Ｒ
篠
栗
駅
東
側
自
由
通
路

整
備
の
た
め
の
補
正
予
算
と
し

て
、
委
託
料
３
７
２
万
８
千
円

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
27
年
度
中
の

完
成
を
目
指
し
、
篠
栗
駅
の
東

側
に
自
由
通
路
を
建
設
す
る
も

人
事
案
件

副
町
長
に
城
戸
氏

城
戸
　
清
壽
氏

　
藤
　
和
義
氏
が
３
月
31
日
を

も
っ
て
退
任
さ
れ
、
新
た
に
城

戸
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
：
平
成
25
年
４
月
１
日

　
　
　
～
平
成
29
年
３
月
31
日

代
表
監
査
委
員
に

福
原
氏
を
再
任

福
原
　
和
男
氏

　
福
原
氏
は
３
月
31
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
が
、

同
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
：
平
成
25
年
４
月
１
日

　
　
　
～
平
成
29
年
３
月
31
日

発
　
議

「
篠
栗
町
自
然
環
境
・
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別

委
員
会
」
の
設
置
に
関

す
る
決
議

　
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
し
、

町
民
の
健
全
な
生
活
環
境
を
守

る
た
め
、
総
合
的
な
環
境
対
策

を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
推
進
、
総
合

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
関
し

て
調
査
す
る
た
め
。

委
員
長
　
　
松
田
　
國
守
議
員

副
委
員
長
　
大
楠
　
英
志
議
員

の
で
、
ク
リ
エ
イ
ト
篠
栗
・
立

体
駐
車
場
・
役
場
本
庁
を
そ
れ

ぞ
れ
つ
な
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
や
車
椅
子
な
ど
に
配
慮
し

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
と
し
、

北
側
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上

が
図
ら
れ
ま
す
。

　
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の

交
付
金
（
補
助
率
55
％
）
を
活

用
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
工
事
契

約
の
減
額

　
篠
栗
町
防
災
行
政
無
線
（
同

報
系
デ
ジ
タ
ル
化
）
整
備
工
事

に
つ
い
て
、
１
８
０
７
万
円
を

減
額
し
総
額
３
億
１
７
９
２
万

円
で
、
日
本
電
気
株
式
会
社
九

州
支
店
と
変
更
契
約
を
す
る
も

の
で
す
。

　
変
更
の
主
な
理
由
は
野
外
ス

ピ
ー
カ
ー
の
ワ
ッ
ト
数
の
変
更

及
び
車
輌
衝
突
か
ら
子
局
を
守

る
防
護
柵
等
の
追
加
に
よ
る
も

の
で
す
。
減
額
の
主
な
も
の
は

粕
屋
南
部
消
防
本
部
指
令
シ
ス

テ
ム
の
運
用
上
、
本
町
防
災
無

線
と
の
連
動
装
置
を
設
計
か
ら

削
除
す
る
も
の
な
ど
で
す
。
ま

た
、
工
期
を
３
月
８
日
か
ら
３

月
25
日
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

篠栗駅 北側

8ささぐり議会だより No.175

人事案件・発議・臨時会



議
案
番
号

議　　　案　　　名

村
瀨
　
敬
太
郎

飯
田
　
浩
二

今
長
谷
　
武
和

横
山
　
久
義

大
楠
　
英
志

草
場
　
謙
次

阿
部
　
寛
治

松
田
　
國
守

阿
髙
　
紀
幸

後
藤
　
百
合
子

荒
牧
　
泰
範

１
月
16
日

臨
時
会 １ 平成24年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２
月
20
日

臨
時
会

２
工事請負変更契約の締結

〔防災行政無線（同報系デジタル化）整備工事〕
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３ 平成24年度一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３

月

定

例

会

４ 監査委員の選任 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５ 町道の構造の技術的基準を定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６
移動等円滑化のために必要な町道の構造に関する基準を
定める条例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７ 町道に設ける道路標識の寸法を定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

８
準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を定
める条例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ 課設置条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

10
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関す
る条例等の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12
福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体
の数の増減及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変
更

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 平成24年度一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 平成24年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 平成24年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16
平成24年度流域関連公共下水道事業特別会計補正予算

（第３号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 平成24年度水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 平成25年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 平成25年度国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 平成25年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 平成25年度流域関連公共下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 平成25年度水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 副町長の選任 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願
１

農地の都市計画・調整区域の見直しに関する請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
１

「より豊かな保育・教育制度の拡充と子育て支援制度を求
める意見書」提出を求める陳情書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
１

篠栗町議会委員会条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議
２

「篠栗町自然環境・新エネルギー対策特別委員会」の設置
に関する決議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〔○：賛成　●：反対　欠：欠席〕
議決結果一覧表
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わたしの視点
　
東
日
本
大
震
災
か
ら

二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

当
時
、
被
災
者
を
は
じ

め
日
本
国
民
が
、
略
奪

は
お
ろ
か
争
う
こ
と
も

な
く
、
冷
静
な
行
動
を

し
て
い
る
姿
に
、
海
外

か
ら
驚
き
の
声
が
届
い

た
そ
う
で
す
。
一
挙
手

一
頭
足
ま
で
も
、
法
律
・

規
則
で
固
め
る
必
要
が

あ
る
国
で
は
想
像
で
き

な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
城き
ず
き
み
な
み

南
海
さ
ん
の
歌
に

♬
高
い
枝
を
見
上
げ
る

あ
ま
り
足
元
の
花
を
踏

ん
で
な
い
か
　
誰
か
に

と
っ
て
大
事
な
も
の
を

ハ
カ
リ
に
か
け
て
汚
し

て
な
い
か
　
強
さ
の
意

味
を
違
え
て
な
い
か
　

守
る
こ
と
で
奪
っ
て
な

い
か
　
勝ま
さ

ろ
う
と
し
て

ひ
ざ
ま
ず
か
せ
て
　
あ

な
た
に
一
体
何
が
残
ろ

う
か
♬
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
あ
り
ま
す
。

　
西
欧
の
歴
史
を
見
る

と
、
宗
教
を
は
じ
め
政

治
経
済
に
至
る
ま
で
、

す
べ
て
を
理
論
付
け
し

て
他
国
に
強
要
し
て
き

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
自
分
に
尊
い
も
の

は
他
人
に
も
尊
い
は
ず

と
い
う
、
他
者
配
慮
に

欠
け
た
身
勝
手
さ
は
許

せ
な
い
し
、
受
け
入
れ

る
こ
と
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
こ
の
際
、
日
本
流
の

思
い
や
り
や
優
し
さ
も

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
取
り
扱
っ
て

ほ
し
い
。

議長　今泉　正敏

議会運営
委員会

議会組織の全体像

町　議　会

特 別 委 員 会 常 任 委 員 会

組合議会議員

町審議会等への議会選出

議長：今泉正敏　副議長：阿髙紀幸

平成25年５月１日現在

監査委員：大楠英志

（◎委員長　○副委員長）
須恵町外二ヶ町清掃
施設組合議会

粕屋南部消防組合議会

北筑昇華苑組合議会

観光審議会

自然環境・
新エネルギー対策
特別委員会

議会広報編集
特別委員会

都市計画審議会

民生委員推薦会

農業委員会

今泉正敏　阿髙紀幸
阿部寛治

今泉正敏　村瀨敬太郎

◎松田　國守
○大楠　英志
　荒牧　泰範　
　後藤百合子
　阿髙　紀幸
　阿部　寛治
　草場　謙次
　横山　久義
　今長谷武和
　飯田　浩二
　村瀨敬太郎

◎今長谷武和
○飯田　浩二
　後藤百合子
　松田　國守
　大楠　英志
　村瀨敬太郎

草場謙次

松田國守　大楠英志

大楠英志

松田國守　大楠英志
村瀨敬太郎

後藤百合子  今長谷武和

◎松田　國守
○大楠　英志
　荒牧　泰範
　横山　久義
　村瀨敬太郎　
　
　　

◎後藤百合子
○草場　謙次
　阿髙　紀幸
　阿部　寛治
　今長谷武和
　飯田　浩二

◎阿部　寛治
○松田　國守
　荒牧　泰範
　後藤百合子
　阿髙　紀幸
　大楠　英志

総務建設
常任委員会

文教厚生
常任委員会
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１．横山　久義　議員…………………………………………… 12

　　・ゴミ処理施設に関して地元から協力金増額の要望は

２．荒牧　泰範　議員…………………………………………… 13

　　・景観地区を作り集客を

　　・「町に書店を」との声が多いが再検討を

３．草場　謙次　議員…………………………………………… 14

　　・不審火の対策は

４．後藤百合子　議員…………………………………………… 15

　　・胃がん予防にピロリ菌リスク検査の導入を

　　・学校におけるがん教育の推進

　　・ミストシャワーの設置について検討は

５．大楠　英志　議員…………………………………………… 16

　　・防災行政無線（同報系デジタル化）工事を問う

　　・有害鳥獣対策の予算増額を

５ 人 が
一般質問

こ
こ
を
ど
う
す
る
!?

　一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般の事務執行状況や政策方

針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。

　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時会では行いません。

　ここに掲載したのは要約で、議事録の全文は議会事務局・町立図書館・クリ

エイト篠栗・オアシス篠栗・各公民分館および町ホームページで閲覧できます。
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問　
志
免
町
か
ら
ゴ
ミ
を
引

き
受
け
る
際
、
協
力
金
を

頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

わ
が
町
に
対
す
る
感
謝
の

表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
町
長
は
逆
に
志
免

に
感
謝
す
べ
き
だ
と
考
え

て
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の

理
由
を
明
ら
か
に
し
て
下

さ
い
。
常
識
的
に
は
感
謝

す
る
方
が
協
力
金
を
贈
る

も
の
で
す
。

　
又
、
地
元
協
力
金
の
増

額
や
要
望
の
追
加
が
あ
っ

た
の
な
ら
明
ら
か
に
し
て

下
さ
い
。

答
【
町
長
】

　
志
免
町
が
篠
栗
町
へ
協

力
金
を
支
出
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
そ
の
御
労

苦
や
誠
意
に
対
し
敬
意

を
払
う
べ
き
で
は
な
い
か

と
他
の
議
員
か
ら
質
問
が

あ
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
志
免
町
の
可
燃
ゴ
ミ
を

篠
栗
町
が
引
き
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
地
元
か
ら
協

力
金
増
額
の
要
望
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
に
つ
き
ま
し

て
は
、
私
は
そ
の
よ
う
な

要
望
は
承
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

問　
当
時
稼
動
延
長
は
な
い

と
の
認
識
を
施
設
組
合
も

地
元
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
文
書
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
文
書
は
対
策
委
員

の
方
が
保
管
さ
れ
て
い
る

綴
り
に
あ
り
、
自
筆
で

「
15
年
間
」
と
記
さ
れ
、
し

か
も
付
箋
紙
が
貼
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら

も
、
こ
の
内
容
が
い
か
に

重
要
で
あ
っ
た
か
が
分
か

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
覚

書
に
稼
動
５
年
後
を
目
処

に
次
期
計
画
に
着
手
す
る

と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
町
長
は
、
30
年
度
以
降

も
稼
動
は
可
能
だ
と
発
言

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
技
術

的
に
使
用
で
き
る
こ
と
と

延
長
が
可
能
で
あ
る
こ
と

と
は
違
い
ま
す
。

　
確
か
に
可
能
性
を
追
求

す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

し
か
し
当
時
の
約
束
を
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
、
年
度
中
に

目
処
を
立
て
る
と
発
言
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
目
処

は
た
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
も
し
延
長
の
他
に
策
が

な
け
れ
ば
、
無
責
任
の
そ

し
り
を
受
け
て
も
仕
方
な

い
と
考
え
ま
す
。

答
【
町
長
】

　
プ
ラ
ン
ト
設
備
が
技
術

的
に
延
長
稼
動
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る

選
択
肢
の
中
か
ら
、
次
期

施
設
の
方
向
性
を
検
討
す

る
に
当
た
り
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
ま
せ
ん
。

　
次
期
事
業
計
画
の
根
幹

で
あ
り
ま
す
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
わ
か
す
ぎ
の
稼
動

延
長
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
得
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
し
て
、
そ
の
上
で
各
町

と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ゴミ処理施設に関して
地元から協力金増額の要望は
町長「�私はそのような要望は承っていな

い」

横山 久義

クリーンパークわかすぎ
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問　
こ
の
と
こ
ろ
日
本
各
地

で
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
銅
像
を
置
き
○
○
ロ
ー

ド
を
作
っ
た
り
、
古
き
良

き
時
代
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
昭
和
の
街
並
み
の
再
現

を
す
る
な
ど
し
て
集
客
を

図
る
自
治
体
が
目
立
ち
、

今
の
と
こ
ろ
そ
れ
な
り
の

成
果
を
あ
げ
て
い
る
様
で

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
使
用
権
や
レ

ト
ロ
な
物
品
の
収
集
に
は

大
変
な
費
用
が
か
か
る
上

に
、
縁
も
ゆ
か
り
も
無
い

も
の
を
作
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
わ
が
町
で
の
集
客
を
考

え
る
と
幸
い
な
こ
と
に
緑

豊
か
な
山
々
を
持
ち
、
上

町
・
水
車
橋
線
（
通
称
旧
道
）

に
は
心
和
む
風
景
が
ま
だ

ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
加
え
若
者
の
車
離
れ

が
進
む
中
で
Ｊ
Ｒ
の
駅
や

西
鉄
の
バ
ス
停
が
あ
る
と

い
う
地
の
利
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
駅
周
辺
か
ら

夏
祭
り
で
賑
わ
う
神
社
ま

で
の
旧
道
の
水
路
を
改
良

し
、
多
年
草
を
植
え
、
飛

び
石
を
置
き
、
蛍
を
放
ち
、

幅
員
が
あ
る
所
は
ベ
ン
チ

を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、

心
休
ま
る
遊
歩
道
の
お
店

で
和
菓
子
を
食
べ
た
り
お

酒
を
飲
ん
だ
り
し
て
楽
し

ん
で
頂
け
る
様
な
場
所
に

し
て
い
け
ば
、
途
中
下
車

し
て
も
ら
え
る
町
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

答
【
町
長
】

　
町
道
上
町
・
水
車
橋
線
、

い
わ
ゆ
る
旧
篠
栗
街
道
は

現
行
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
整
備
方
針

を
定
め
て
お
り
ま
す
。

　
駅
周
辺
か
ら
神
社
ま
で

の
区
間
は
、
篠
栗
地
域
の

整
備
方
針
に
「
旧
篠
栗
街

道
は
町
の
歴
史
遺
産
と
し

て
歩
行
空
間
の
整
備
、
沿

道
建
築
物
の
景
観
整
備
、

水
路
の
利
用
の
あ
り
方
の

検
討
な
ど
を
図
る
」
と
あ

り
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直

し
を
計
画
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
新
し
い
町
の
個
性

を
創
造
し
て
い
く
た
め
に

も
、
現
在
の
プ
ラ
ン
に
う

た
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
を
実

現
し
て
い
く
よ
う
な
整
備

を
十
分
検
討
し
、
実
現
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

景観地区を作り集客を

町長「実現してまいりたい」

荒牧 泰範

昔ながらの街並みが残る旧道

町
長
「
真
摯
に
答
弁

を
重
ね
て
き
た
の

で
、
同
じ
内
容
を
繰

り
返
し
述
べ
る
こ
と

は
避
け
た
い
」

「
町
に
書
店
を
」

と
の
声
が
多
い
が

再
検
討
を
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答
え
ら
れ
る
範
囲
で
お
願

い
し
ま
す
。

答
【
町
長
】

　
方
向
性
な
り
の
対
策
を

担
当
課
と
協
議
し
て
お
り

ま
す
。

問　
23
年
３
月
に
田
中
区
内

で
不
審
火
が
起
き
、
新
聞

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
年
の
６
月
と
24
年
２
月

に
も
不
審
火
が
起
き
て
い

ま
す
。
今
年
２
月
11
日
の

深
夜
１
時
頃
に
も
同
区
内

の
ご
み
置
き
場
か
ら
火
災

が
発
生
し
消
防
、
警
察
が

出
動
し
ま
し
た
。
そ
の
後

15
日
間
で
３
件
連
続
し
て

不
審
火
が
発
生
し
テ
レ
ビ
、

新
聞
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
区
長
を
中
心
に
防

犯
夜
警
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
住
民
の
対
策
と
し
て
、

家
の
周
り
に
灯
油
、
新
聞

紙
な
ど
の
燃
え
易
い
物
を

置
か
な
い
様
に
す
る
事
で

あ
り
ま
す
。
私
が
心
配
し

て
い
る
事
は
空
き
家
の
問

題
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
火
災
は
１
軒
で
済
む

か
、
ボ
ヤ
程
度
で
終
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
密
集
地
で

こ
の
よ
う
な
火
災
が
発
生

す
れ
ば
大
惨
事
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
住
民
の
方
は

戦
々
恐
々
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
何
か
消
防
、
警
察
と

話
し
合
っ
て
地
域
の
方
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
町
と
し
て
の
対
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
あ
り

ま
す
か
。

答
【
町
長
】

　
連
日
発
生
し
て
い
ま
す

不
審
火
に
つ
い
て
は
メ

デ
ィ
ア
等
で
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
幸
い
に
し
て
、

地
域
の
方
や
パ
ト
カ
ー

の
巡
回
に
よ
る
早
期
発
見

で
大
事
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
地
域
住
民
の
方
々

は
心
配
で
夜
も
眠
れ
な
い

日
々
が
続
い
て
お
ら
れ
る

と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。

こ
の
不
審
火
は
放
火
の
疑

い
が
強
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
そ
の
対
策
と
し
て
篠

栗
町
消
防
団
と
し
て
も
、

地
元
消
防
団
の
み
で
は
負

担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

不
審
火
の
発
生
し
て
い
る

深
夜
各
分
団
の
当
番
制
に

よ
る
巡
回
を
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
巡
回
に
つ
き
ま

し
て
は
、
放
火
を
抑
止
す

る
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、

一
刻
も
早
く
警
察
に
よ
り

犯
人
が
逮
捕
さ
れ
地
域
の

安
全
、
安
心
が
保
た
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
粕
屋
警
察

署
に
犯
人
逮
捕
の
要
請
を

行
い
ま
す
。

問　
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
る

空
き
家
対
策
の
要
綱
で
は
、

家
屋
を
壊
し
て
ほ
し
い
方

が
申
請
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
危
険
家
屋
の

の
持
ち
主
の
方
が
家
を
壊

す
意
思
が
無
い
場
合
の
こ

と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

不審火の対策は

町長「�消防団員で特別警戒、巡回をして
いく」

草場 謙次

不審火の被害にあったストックヤード
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問　
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る

集
団
検
診
で
の
胃
が
ん
検

査
方
法
は
、
バ
リ
ウ
ム
を

飲
む
レ
ン
ト
ゲ
ン
法
で
す
。

　
こ
れ
は
、
食
事
制
限
の

煩
わ
し
さ
と
、
バ
リ
ウ
ム

を
飲
む
苦
痛
や
誤
嚥
の
危

険
も
あ
り
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
リ
ス
ク
検
査

は
採
血
に
よ
る
血
液
検
査

方
法
で
す
。

　
胃
が
ん
発
症
リ
ス
ク
の

高
い
人
に
対
し
て
は
、
医

療
機
関
に
お
い
て
ピ
ロ
リ

菌
の
除
菌
や
精
密
検
査
を

勧
め
る
も
の
で
、
が
ん
を

早
期
に
発
見
で
き
ま
す
。

　
今
ま
で
の
様
な
レ
ン
ト

ゲ
ン
法
を
続
け
る
な
ら
ば
、

ピ
ロ
リ
菌
は
発
見
で
き
ま

せ
ん
。
ピ
ロ
リ
菌
を
発
見

し
除
菌
す
る
事
が
、
が
ん

予
防
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
胃
が
ん
予
防
は
２
月
21

日
に
医
療
機
関
で
の
除
菌

に
関
し
て
保
険
適
用
に
な

り
ま
し
た
。

　
町
が
委
託
す
る
医
療
機

関
に
支
払
う
費
用
も
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
Ｘ
線
検
査
の
約

５
分
の
１
で
済
む
そ
う
で

す
。
ピ
ロ
リ
菌
リ
ス
ク
検

査
の
導
入
に
町
長
の
ご
所

見
を
伺
い
ま
す
。

答
【
町
長
】

　
現
在
、
健
康
増
進
法
に

基
づ
き
、
国
が
定
め
る
検

診
実
施
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
胃
が
ん
検
診
の
項

目
は
胃
部
Ｘ
線
検
診
、
い

わ
ゆ
る
バ
リ
ウ
ム
検
診
で

あ
り
ま
す
。
町
も
こ
の
指

針
に
基
づ
き
検
診
を
実
施

し
て
い
る
所
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
の
有

効
性
を
検
証
し
、
現
行
指

針
の
見
直
し
が
必
要
か
を

議
論
す
る
事
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
、
注
目
し
て
い
く

べ
き
方
法
で
す
が
、
今
す

ぐ
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ

と
に
は
至
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
国
の
動
向
に
注
視
し
な

が
ら
、
ま
た
先
進
自
治
体

の
情
報
を
収
集
し
、
十
分

に
検
討
・
研
究
を
し
て
行

な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

町
長
「
今
後
と
も
、

が
ん
な
ど
の
教
育
の

充
実
を
図
る
」

学
校
に
お
け
る

が
ん
教
育
の
推
進

問　
が
ん
予
防
に
学
校
教
育

が
大
事
と
思
い
ま
す
。

　
両
親
、
家
族
み
ん
な
が

予
防
に
対
す
る
意
識
を
持

つ
た
め
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー

や
標
語
を
子
ど
も
達
に
書

い
て
も
ら
う
。
そ
ん
な
教

育
活
動
を
提
案
し
ま
す
。

答
【
町
長
】

　
学
校
で
は
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
が
ん
予
防
推
進

の
た
め
に
中
学
生
を
対
象

に
禁
煙
教
育
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
保
健
の
授
業
で
生
活
習

慣
病
と
し
て
発
病
そ
の
も

の
を
予
防
す
る
こ
と
と
、

定
期
的
に
検
査
を
受
け
早

期
発
見
・
早
期
治
療
を
す

る
重
要
性
を
、
家
族
で
考

え
る
啓
発
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
今
後
と
も
、
が
ん
や
生

活
習
慣
病
に
対
す
る
教
育

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

町
長
「
学
校
ご
と
に

協
議
」

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー

の
設
置
に
つ
い
て

検
討
は

胃がん予防にピロリ菌リスク
検査の導入を

後藤 百合子

町長「先進自治体の情報を研究・検討する」

集団検診
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問　
防
災
行
政
無
線
整
備
工

事
の
概
要
を
尋
ね
ま
す
。

答
【
町
長
】

　
昭
和
63
年
に
整
備
さ
れ

た
既
存
施
設
の
老
巧
化
が

著
し
く
維
持
管
理
が
困
難

な
こ
と
や
、
国
の
方
針
に

そ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
へ
整

備
を
す
る
も
の
で
す
。

　
79
本
の
拡
声
子
局
を
無

線
化
し
、
暴
風
や
地
震
等

に
よ
る
断
線
の
解
消
。
支

柱
に
つ
い
て
は
風
速
60
ｍ

に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
建
て

替
え
ま
す
。
親
局
か
ら
電

波
が
届
か
な
い
山
間
部
の

子
局
に
、
電
波
を
中
継
す

る
再
送
信
子
局
を
城
戸
区

と
萩
尾
区
に
整
備
し
ま
す
。

　
整
備
費
は
３
億
２
０
２

３
万
円
で
国
の
「
基
盤

整
備
補
助
金
」
か
ら

２
９
２
０
万
円
交
付
を
受

け
て
い
ま
す
。
今
後
10
年

間
に
合
計
２
億
９
４
７
万

円
の
普
通
交
付
税
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
町
の
実
質
負

担
額
は
８
１
５
６
万
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

問　
今
般
の
工
事
で
難
聴
地

域
の
解
消
は
で
き
ま
す
か
。

災
害
時
に
避
難
指
示
の
放

送
が
聞
こ
え
な
い
と
の
報

道
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ

う
な
事
例
に
対
応
で
き
ま

す
か
。

答
【
町
長
】

　
拡
声
子
局
の
増
設
や
ス

ピ
ー
カ
ー
な
ど
の
増
強
に

よ
り
出
来
る
限
り
の
対
応

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
防

災
無
線
は
災
害
を
想
定
す

る
中
で
、
情
報
提
供
の
一

手
段
で
あ
り
電
子
メ
ー
ル

な
ど
情
報
の
複
層
化
を
進

め
ま
す
。

問　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
見
込

ま
れ
ま
す
か
。

答
【
町
長
】

　
大
規
模
災
害
時
に
電
話

な
ど
が
使
用
で
き
な
い
時
、

避
難
所
に
設
置
さ
れ
た
拡

声
子
局
は
親
局
と
専
用
通

信
が
確
保
さ
れ
ま
す
。「※

Ｊ

ア
ラ
ー
ト
」
な
ど
の
情
報

シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
ま
す

の
で
、
大
規
模
な
自
然
災

害
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

な
ど
の
情
報
を
早
く
住
民

の
皆
様
へ
伝
達
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

町
長
「
適
切
な
対
策

を
講
じ
る
」

有
害
鳥
獣
対
策
の

予
算
増
額
を

問　
近
年
、
鹿
が
増
え
農
産

物
に
多
く
の
被
害
が
出
て

い
ま
す
。
い
ま
使
っ
て
い

る
機
材
で
は
鹿
が
飛
び
越

え
防
御
に
は
役
に
立
ち
ま

せ
ん
。

　
農
家
の
方
は
建
築
用
資

材
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

な
ど
を
設
置
し
て
自
衛
策

を
講
じ
て
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
防
御
効
果
が
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
材

に
も
補
助
制
度
の
拡
大
適

用
を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
出
没
地
域
一
体
の
対
策

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
有

害
鳥
獣
対
策
の
効
果
的
指

導
と
鳥
獣
対
策
予
算
の
増

額
を
求
め
ま
す
。

答
【
町
長
】

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
防
止
対
策
の
効

果
的
指
導
と
費
用
に
つ
き

ま
し
て
も
、
ご
提
案
を
考

慮
し
適
切
な
対
策
を
講
じ

ま
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、

津
波
情
報
、
緊
急
地
震
速

報
等
、
対
処
に
時
間
的
余

裕
の
な
い
事
態
に
関
す
る

情
報
を
、
人
工
衛
星
を
用

い
て
国
か
ら
送
信
し
、
市

区
町
村
の
同
報
系
防
災
行

政
無
線
等
を
自
動
起
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら

住
民
ま
で
緊
急
情
報
を
瞬

時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
。

防災行政無線（同報系デジタ
ル化）工事を問う

町長「災害時の情報伝達が確保されます」

大楠 英志
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「さくら、きれいー !!」
少しずつおしゃべりしだした２歳の息子。
お姉ちゃんと一緒に満開の桜を見て、
「きれいねー！」と２人で感動しておりました。

（馬場広幸様からの投稿）

　

応募要領

あなたの写真を議会だより
に載せてみませんか？

●テーマ　今年度はこども中心の写真です。
●応募方法
　①作品はすべてプリントしたもの。(カラーのみ)
　②サイズ／L判〜Ａ４程度
　③�撮影場所、日付、写真説明(タイトル含む)、住所、氏名、電話番号を
明記。

●応募上の注意
　①作品は自作・未発表のものに限ります。
　②作品は原則として返却しません。
　③�人物の場合、必ず本人の同意を得てください。当発行者は肖像権
等の責任は負いかねます。

　④�採用された作品の版権は、発行者に帰属し、出版物、ホームページ
などで使用します。

●送付先
　篠栗町議会まで郵送ください。
　(問い合わせ先は、役場３Ｆ　議会事務局まで)
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ま
ち
の
宝

　
三
月
の
卒
業
（
園
）
式
、
四
月
の
入

学
（
園
）
式
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
テ
ッ

プ
す
る
時
期
で
す
。

　
心
豊
か
な
人
に
育
っ
て
欲
し
い
も
の

で
す
。

〝�

ち
ち
は
は
も
　
子
ど
も
と
と
も
に
　

う
ま
れ
け
り
　
育
た
ね
ば
な
ら
ぬ
　

子
も
ち
ち
は
は
も
〟

さ
る
お
方
の
詠
で
す
。「
子
の
成
長
と

と
も
に
親
も
成
長
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
よ
」
と
、
親
の
在
り
方
を
戒
め
て

あ
る
よ
う
で
す
。

　
　
子
育
て
四
訓

①
乳
児
は
し
っ
か
り
、
肌
を
離
す
な

②
幼
児
は
肌
を
離
せ
、
手
を
離
す
な

③
少
年
は
手
を
離
せ
、
目
を
離
す
な

④�

青
年
は
目
を
離
せ
、
心
を
離
す
な

　
だ
そ
う
で
す
。

　「
ま
ち
の
宝
」
た
い
せ
つ
に
育
て
ま

し
ょ
う
。

松
田
　
國
守

旬
し
ゅ
ん

花か

衆
し
ゅ
う

灯と

う

住
宅
地
か
ら
横
穴
出
現
！

 
　
～
松
浦
横
穴
墓
群
～

　
松
浦
横
穴
墓
群
は
、
篠
栗
町
北
西
部
和

田
団
地
内
の
標
高
約
45
ｍ
の
丘
陵
上
に
所

在
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
県
内
の
横
穴
墓
は
、

筑
豊
地
域
や
筑
後
地
域
で
多
く
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
調
査
は
、
横
穴
墓
の
空
白
地
帯
で

あ
っ
た
福
岡
地
区
で
、
群
集
し
た
横
穴
墓

と
し
て
初
の
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
10
基
の
横
穴
墓
が
確
認

さ
れ
、
出
土
し
た
遺
物
か
ら
６
世
紀
後
半

か
ら
７
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
た
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
６
世
紀
後
半
頃
に

築
造
さ
れ
た
横
穴
墓
は
、
羨せ

ん

門も
ん

部ぶ

に
石
組
み
を
行
い
、
石
組
み

の
上
に
庇ひ

さ
し

石い
し

を
載
せ
る
も
の
で

し
た
。
こ
の
石
組
み
構
造
の
も

の
は
、
被
葬
者
の
威
信
を
表
す

た
め
や
、
豪
華
に
見
せ
る
た
め

の
装
飾
的
な
意
味
合
い
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
葬
者
を
安
置
し
た
玄
室
内

か
ら
も
大
刀
、
武
具
、
装
身
具
、

土
器
な
ど
豪
華
な
副
葬
品
が
出

土
し
、
被
葬
者
が
階
層
的
に
地

域
の
有
力
者
で
、
一
定
の
労
働

力
を
動
員
で
き
る
立
場
だ
っ
た

と
想
定
さ
れ
ま
す
。

耳環（実物大）

今後、出土品は町歴史民俗資料室に展示されます。

須恵器

長さ94.5cmの鉄刀

　
ま
た
、
松
浦
横
穴
墓
群
の
特
徴

と
し
て
、
筑
豊
地
域
の
横
穴
墓
と

共
通
点
が
多
く
あ
り
、
当
時
、
地

域
間
交
易
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。

　
ま
だ
、
福
岡
地
区
に
お
け
る
横

穴
墓
の
調
査
事
例
は
少
な
く
、
不

明
な
点
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
空

白
地
帯
で
あ
っ
た
福
岡
地
区
の
横

穴
墓
研
究
の
礎
と
な
り
、
周
辺
地

域
と
の
関
連
な
ど
、
今
後
注
目
の

的
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

６
月
議
会
は

６
／
６
木	

開
会

６
／

10
月	

一
般
質
問

の
予
定
で
す


